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OCT VISION 2030｜中期経営計画

新 た な 価 値 で 、
こ の 島 の 未 来 を 豊 か に 。
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中期経営計画の全体像

　当社は1991年創業以来、県民の皆さまからの支えにより、持続的な成長を実現してまい

りました。今一度、創業の想いを胸に県民の皆さまに寄り添い、沖縄の未来を豊かにして

いきたいとの想いのもと「OCT VISION 2030」を策定いたしました。

　この2030年に目指すビジョンを実現すべく、新中期経営計画を2025年5月に発表いたし

ました。「ちむどんどんするスマートアイランド」の実現を目指し、持続的な成長に向けた経

営戦略を推進してまいります。

新たな価値でこの島の未来を豊かにする
地元に全力！ 沖縄セルラー

　当社は、安定成長を続けるコア事業（モバイル、FTTHなど）を土台とし、auでんきやデ

ジタル化推進支援、スマート街づくりなどをはじめとする成長領域を飛躍的に伸長させ、

2030年度までに営業収益1,000億円を目指します。その中で成長領域の売上高は300億円

規模に達し、コア事業と合わせてより安定した収益基盤を確立してまいります。

OCT VISION 2030 2030年度までに営業収益1,000億円を目指す

新たな価値でこの島の未来を豊かにする
地元に全力!沖縄セルラー

OCT VISION 2030

auでんきとビジネス事業の拡大で成長領域売上300億円規模へ（24年度比 2倍）
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24年度 30年度

auでんき ビジネス事業

小売電気事業へ参入し売上拡大・利益改善へ 地域社会のデジタル化推進や
スマート街づくりによって飛躍的成長を目指す
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1.6倍
億円規模

2.5倍

億円規模

成長領域
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社是

経営の理念

基本理念

中期経営計画セルラー6X（síks）経営

沖縄セルラーグループ・フィロソフィ

ブランドメッセージ
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中期経営計画の進捗OCT VISION 2030  MID-TERM PLAN

　当社は、本中期経営計画の期間中に累計1,000億円規模の営業キャッシュフロー創出

を目指します。創出したキャッシュのうち約360億円を既存設備投資に充当し、通信インフ

ラを強化します。残る資金は戦略投資と株主還元に配分し、持続的な成長と資本効率の

向上を実現するとともに、資本市場からの信頼を一層高めていきます。

　2025年度は着実な増収を達成しました。2030年度の営業収益1,000億円達成に向け

て、今後もモバイルやFTTHにおける安定的収益の創出と、成長領域の飛躍的な伸長を

図っていきます。

　2025年度のEPSは142円（株式分割後ベース）となり、前期比9.1％増と好調に推移しま

した。2030年度にはEPS170円を目指しており、2024年度比30％超の成長を計画していま

す。EPS成長の加速を通じて、持続的な企業価値向上を実現します。

　当社は25期連続増配と配当性向40％超を維持し、2020年度以降は累計270億円超の

自己株式取得を実施してきました。今後も増配と機動的な自己株式取得を通じて、株主還

元の充実を図ります。

キャッシュアロケーション営業収益目標の進捗

EPS目標の進捗 株主還元

23.3期 24.3期 28.3期27.3期26.3期25.3期 29.3期 30.3期 31.3期

772 779
843 863

前中期経営計画 現中期経営計画

1,000億円

23.3期 24.3期 28.3期27.3期26.3期25.3期 29.3期 30.3期 31.3期

102

122
130

142

前中期経営計画 現中期経営計画

170円

連続増配、機動的な自己株式取得による株主還元

成長に向けた
戦略投資

既存設備投資

360億円規模
（25―30年度累計）

営業キャッシュフロー1,000 億円規模（25―30年度累計）

CF創出 CF創出

合計 億円273.7

21.3期
23.3期
24.3期（TOBにより KDDI 持株取得）
24.3期
25.3期
26.3期

��億円
��億円

��.�億円
��億円
��億円
��億円

自己株式取得額
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